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今
回
、
本
委
員
会
に
付
託
を
受

け
ま
し
た
案
件
は
、
承
認
１
件
、

議
案
２
件
で
、
審
査
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
承
認
お
よ
び
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。�

　
こ
こ
で
は
、
特
に
審
査
の
中
で

出
さ
れ
た
主
な
意
見
、
要
望
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�
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▼
本
庁
舎
施
設
整
備
事
業�

　
減
額
の
要
因
は
何
か
と
の
質
問

に
対
し
、
工
事
完
了
に
伴
う
額
の

確
定
に
よ
り
、
委
託
料
１
３
０
万

円
、
工
事
請
負
費
４
０
０
万
円
を

減
額
す
る
も
の
で
、
委
託
料
は
工

事
監
理
業
務
委
託
料
で
あ
る
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。�

　
こ
れ
に
対
し
、
工
事
監
理
業
務

は
、
平
成
26
年
度
に
契
約
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
27
年

度
の
予
算
額
が
過
大
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
の
質
問
に
対
し
、
工

事
の
変
更
に
伴
う
増
額
も
考
慮
し
、

当
初
計
画
の
ま
ま
予
算
計
上
し
て

い
た
が
、
額
に
つ
い
て
は
精
査
の

必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。�

【
総
務
部
総
務
課
】�
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▼
協
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に
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ま
ち
づ
く
り
支

　
援
事
業�

　
事
業
の
各
種
補
助
金
は
、
審
査

や
書
類
等
の
整
備
な
ど
が
煩
雑
で
、

市
民
に
と
っ
て
使
い
勝
手
が
悪
い

こ
と
が
、
毎
年
、
多
額
の
執
行
残

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
要
因

と
思
わ
れ
る
。
改
善
の
考
え
は
な

い
の
か
と
の
質
問
に
対
し
、
こ
の

補
助
金
は
、
市
民
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
補
助
金
で
あ
り
、

市
民
に
広
く
活
用
し
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
る
も
の
の
、
税
金

（
公
費
）
で
あ
る
以
上
、
審
査
や

書
類
等
の
整
備
に
つ
い
て
厳
格
さ

も
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。�

　
推
進
に
つ
い
て
は
、
団
体
等
に

出
向
き
事
例
を
示
し
な
が
ら
、
事

業
の
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
て
い

る
が
、
な
か
な
か
取
り
組
ん
で
も

ら
え
な
い
実
情
も
あ
る
。
今
後
は
、

ま
ち
づ
く
り
運
営
協
議
会
に
も
話

を
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
た
い

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。�

　
こ
れ
に
関
連
し
、
ま
ち
づ
く
り

運
営
協
議
会
が
、
補
助
金
の
総
括

的
な
受
け
皿
と
な
り
、
十
分
な
効

果
が
生
ま
れ
る
事
業
内
容
を
検
討

す
る
よ
う
、
委
員
会
と
し
て
要
請

し
た
。�

【
総
務
部
地
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協
働
課
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▼
地
域
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こ
し
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事
業�

　
今
後
、
新
た
な
採
用
の
予
定
は

な
い
の
か
と
の
質
問
に
対
し
、
現

時
点
で
の
予
定
は
な
い
が
、
各
課

に
希
望
調
査
を
行
な
っ
て
お
り
、

要
望
が
出
て
く
れ
ば
検
討
し
て
い

き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。�

　
こ
れ
に
関
連
し
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
は
、
地
域
に
都
市
か
ら
の

人
材
を
送
り
込
む
と
い
う
、
国
が

進
め
る
、
ふ
る
さ
と
創
生
の
一
環

と
し
て
の
制
度
で
あ
り
、
そ
の
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し

て
地
域
活
性
化
を
支
援
し
な
が
ら
、

自
ら
の
定
住
を
図
る
た
め
の
起
業
・

創
業
な
ど
、
就
業
の
準
備
も
進
め

る
こ
と
に
な
る
。�

　
こ
う
し
た
制
度
の
趣
旨
を
十
分

踏
ま
え
た
う
え
で
、
有
効
に
機
能

す
る
よ
う
意
思
統
一
を
図
り
な
が

ら
進
め
て
も
ら
い
た
い
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。�

【
総
務
部
地
域
協
働
課
】�
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減
額
内
容
に
つ
い
て
の
質
問
に

対
し
、
工
事
請
負
費
１
４
１
万
１

千
円
の
減
額
は
、
一
部
の
区
画
で

は
販
売
す
る
際
に
、
駐
車
場
を
整

備
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
が
、
平

成
27
年
度
に
販
売
が
で
き
た
２
区

画
は
、
駐
車
場
整
備
の
必
要
の
な

い
区
画
で
あ
っ
た
た
め
、
減
額
し

た
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。�

　
こ
れ
に
関
連
し
、
分
譲
開
始
の

時
期
や
全
区
画
数
、
残
り
の
区
画

数
は
と
の
質
問
に
対
し
、
分
譲
開

始
は
、
平
成
10
年
度
か
ら
で
、
全

体
で
77
区
画
あ
り
、
残
り
33
区
画

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
２
区

画
を
駐
車
場
と
し
て
整
備
す
る
予

定
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
今
年
５

月
に
は
、
１
区
画
が
販
売
で
き
た

こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
30
区
画
が

残
っ
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。�

【
財
務
部
企
画
財
政
課
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長
崎
県
に
移
住
を
考
え
て
い
る

人
に
対
す
る
情
報
発
信
・
相
談
体

制
の
強
化
を
、
県
と
県
内
全
市
町

が
連
携
し
て
取
り
組
み
、
県
内
へ

の
移
住
者
１
０
０
人
を
目
標
と
す

る
も
の
で
、
そ
の
負
担
金
を
計
上

し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
関
連
し
、
負
担
金
に
見

合
う
本
市
へ
の
斡
旋
を
行
な
っ
て

も
ら
う
よ
う
、
県
へ
要
望
す
る
よ

う
に
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。�

【
総
務
部
地
域
協
働
課
】�

　
総
務
委
員
会
で
は
、
２
月
23
日
・

４
月
22
日
・
５
月
17
日
の
３
回
に

わ
た
り
、
支
所
・
出
張
所
・
連
絡

所
に
て
委
員
会
を
開
催
し
調
査
を

行
な
っ
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ

い
て
ご
報
告
し
ま
す
。�

�

　
本
市
で
は
、
市
町
村
合
併
時
に
、

急
激
な
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か

な
い
よ
う
総
合
支
所
方
式
を
採
用

し
た
。
し
か
し
、
財
政
健
全
化
の

中
で
、
効
率
的
行
政
運
営
の
観
点

か
ら
、
本
庁
へ
の
業
務
の
集
約
化

が
進
み
、
本
来
の
総
合
支
所
と
し

て
の
機
能
が
果
た
さ
れ
て
い
る
の

か
。�

　
ま
た
、
地
域
住
民
の
福
祉
の
向

上
と
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
出

先
機
関
に
必
要
な
も
の
は
何
か
。

　
合
併
後
10
年
が
経
過
し
、
普
通

交
付
税
が
今
後
５
年
間
で
約
９
億

円
削
減
さ
れ
、
さ
ら
な
る
行
財
政

改
革
や
財
政
健
全
化
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
状
況
も
踏
ま
え
、
調
査

を
実
施
し
た
。�

　
新
市
発
足
当
初
の
生
月
、
田
平
、

大
島
の
３
支
所
の
組
織
体
制
は
、

生
月
支
所
お
よ
び
大
島
支
所
は
特

別
職
の
区
長
を
、
田
平
支
所
は
一

般
職
の
支
所
長
を
ト
ッ
プ
に
置
き
、

４
課
９
班
体
制
を
基
本
に
、
ス
タ

ー
ト
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
19
年

10
月
に
、
２
課
４
班
と
な
り
、
平

成
22
年
４
月
か
ら
は
、
生
月
お
よ

び
大
島
の
特
別
職
の
区
長
が
廃
止

さ
れ
、
区
長
に
代
わ
り
一
般
職
の

支
所
長
が
配
置
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
１
課
２

班
体
制
に
な
り
、
今
年
４
月
に
は
、

教
育
委
員
会
分
室
も
廃
止
さ
れ
た
。

一
方
で
、
支
所
管
内
で
の
地
域
行

事
や
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
は
合
併
前

と
ほ
ぼ
変
わ
り
な
く
継
続
さ
れ
て

お
り
、
支
所
職
員
の
減
少
と
と
も

に
、
こ
う
し
た
行
事
に
対
す
る
職

員
の
負
担
は
増
え
て
い
る
。�

　
３
支
所
の
業
務
は
、
組
織
の
見

直
し
や
人
員
の
削
減
に
伴
い
、
窓

口
業
務
や
相
談
業
務
、
支
所
管
内

の
道
路
な
ど
各
種
施
設
の
維
持
管

理
業
務
と
、
そ
れ
ら
に
伴
う
予
算

の
執
行
な
ど
に
と
ど
ま
り
、
新
規

事
業
や
支
所
管
内
独
自
の
政
策
的

課
題
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
難
し

い
現
状
に
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認

識
し
た
。�

　
次
に
、
中
部
・
南
部
両
出
張
所

は
、
窓
口
業
務
と
区
長
会
に
関
す

る
こ
と
（
嘱
託
員
と
の
連
絡
相
談

を
含
む
。
）
を
主
な
業
務
と
し
て

い
る
。
平
成
27
年
度
ま
で
は
、
併

設
す
る
公
民
館
の
館
長
が
出
張
所

長
を
兼
務
し
、
そ
の
他
に
職
員
２

人
の
３
人
体
制
で
あ
っ
た
が
、
本

年
度
か
ら
公
民
館
長
の
民
間
登
用

に
伴
い
、
館
長
は
公
民
館
業
務
専

任
と
な
り
、
出
張
所
業
務
は
出
張

所
長
と
職
員
１
人
の
２
人
体
制
と

な
っ
た
。�

　
出
張
所
長
は
、
管
轄
す
る
地
域

行
事
へ
の
出
席
も
多
々
あ
り
、
そ

の
時
は
１
人
で
窓
口
業
務
を
行
わ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
区
長
会
な
ど
の
打
合

せ
や
相
談
等
の
対
応
時
に
、
窓
口

に
複
数
の
来
客
が
あ
る
場
合
は
窓

口
を
優
先
し
、
打
ち
合
わ
せ
が
た

び
た
び
中
断
す
る
な
ど
、
迷
惑
を

か
け
た
こ
と
も
あ
る
と
の
こ
と
。�

　
現
在
の
２
人
体
制
で
は
、
窓
口

が
１
人
に
な
る
こ
と
も
、
た
び
た

び
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
税
の

収
納
な
ど
公
金
の
取
り
扱
い
が
あ

る
こ
と
や
、
休
暇
が
と
り
に
く
い

状
況
に
あ
る
な
ど
労
務
管
理
上
も

問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
出
張
所
は

専
用
の
公
用
車
が
な
く
、
職
員
が
、

収
納
さ
れ
た
税
金
な
ど
現
金
を
持

っ
て
、
徒
歩
で
金
融
機
関
に
行
く

こ
と
も
あ
り
、
職
員
の
安
全
面
で

も
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
問
題
点

は
、
総
務
部
に
対
し
早
急
な
改
善

を
要
請
し
た
。�

　
一
方
、
舘
浦
出
張
所
は
、
同
じ

く
窓
口
業
務
を
行
う
出
先
機
関
と

し
て
職
員
２
人
体
制
（
正
規
職
員

１
人
、
臨
時
職
員
１
人
）
で
業
務

を
行
な
っ
て
い
る
が
、
中
部
・
南

部
出
張
所
と
は
違
い
、
職
員
の
休

暇
等
の
際
は
、
生
月
支
所
職
員
が

出
張
所
に
交
代
要
員
と
し
て
従
事

し
て
い
る
。�

　
次
に
、
度
島
連
絡
所
は
、
税
の

収
納
業
務
は
な
く
、
証
明
書
の
交

付
の
み
を
行
な
っ
て
い
る
。
職
員

体
制
は
、
従
来
は
、
度
島
診
療
所

事
務
員
が
連
絡
所
の
業
務
を
兼
務

し
て
い
た
が
、
平
成
27
年
４
月
か

ら
、
度
島
地
区
の
集
落
支
援
員
が

行
な
っ
て
い
る
。
取
り
扱
い
件
数

は
多
く
は
な
い
が
、
集
落
支
援
員

は
本
来
の
業
務
が
あ
り
、
再
度
検

討
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
も
あ

っ
た
。�

　
最
後
に
、
こ
う
し
た
現
場
で
の

実
態
を
踏
ま
え
、
本
庁
総
務
部
と

意
見
を
交
わ
し
た
。
支
所
に
お
い

て
は
、
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ

き
、
本
庁
を
含
め
た
全
体
の
職
員

数
を
減
ら
す
中
で
、
総
合
支
所
の

あ
り
方
を
見
直
す
こ
と
な
く
人
員

が
削
減
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

地
域
独
自
の
政
策
的
事
業
を
計
画

か
ら
執
行
ま
で
、
支
所
内
で
完
結

さ
せ
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
施

設
の
管
理
や
、
維
持
補
修
的
な
業

務
が
、
主
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

実
態
と
な
っ
て
い
る
。�

　
本
市
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り

運
営
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
地
域

の
課
題
解
決
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
お
う
と
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
支
所
・
出
張
所

と
地
域
運
営
協
議
会
が
、
ど
の
よ

う
な
役
割
分
担
を
行
う
の
か
整
合

性
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。�

　
こ
れ
ま
で
の
、
全
て
を
網
羅
す

る
総
合
支
所
の
考
え
方
か
ら
、
特

色
あ
る
地
域
づ
く
り
に
寄
与
で
き

る
支
所
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
強
く

認
識
し
、
一
定
の
方
向
性
を
、
早

急
に
出
す
よ
う
強
く
要
請
し
た
。�

　
総
務
部
と
し
て
も
早
急
に
改
善

点
を
洗
い
出
し
、
改
善
す
べ
き
点

は
早
急
に
改
善
し
、
本
庁
と
の
効

率
的
で
適
切
な
業
務
分
担
を
図
り
、

地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
と
、
地

域
の
活
性
化
に
真
に
寄
与
で
き
る

支
所
・
出
張
所
・
連
絡
所
と
な
る

こ
と
を
切
に
願
い
、
本
委
員
会
の

報
告
と
す
る
。�

　
　�

　
●
行
政
機
能
（
本
庁
・
支
所
・
出
張
所
・
連
絡
所
）
の
あ
り
方
に
つ
い
て�
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